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清
末
直
隷
省
青
蘇
市
場
共
同
瞳
雑
考

百

瀬

弘

ま
え
が
き

ー

l
t
市
集
共
同
置
の

一
側
面
|

|

奮
中
園
の
農
村
に
お
け
る
定
期
市
に
つ
い
て
は
故
加
藤
博
士
に
始
ま
り
最
近
の
山
根
幸
夫
氏
(
東
京
女
子
大
皐
史
皐
研
究
室
論
文
集
所
牧

「明
清
時
代
の
華
北
に
お
け
る
定
期
市
」
や
斯
波
義
信
氏

(
「
宋
代
商
業
史
研
究
」
第
四
章
第
二
節
」
〉

に
至
る
ま
で
、
す
ぐ
れ
た
多
く
の
業
績

が
護
表
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
二
十
数
年
前
東
臣
研
究
所
へ
の
研
究
報
告
と
し
て
こ
の
テ
1
7
に
つ
い
て
取
扱

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

に
閲
す
る
研
究
の
動
向
に
は
関
心
だ
け
は
も
ち
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
し
て
漫
然
と
市
場
圏
の
問
題
を
考
え
て
い
た
が
、
従
来
の
日
本
の
研
究
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
純
経
済
史
的
な
見
地
以
上
に
出
な
か
っ
た
の
で
、
社
舎
人
類
接
的
に
中
園
農
村
吐
舎
の
構
造
を
分
析
し
、

「市
場
共
同

盟
」
の
理
論
を
定
期
市
の
機
能
を
通
じ
て
寅
註
さ
れ
た

G
-
w
・
ス
キ
ナ

l
氏
の
研
究
を
、
い
ち
は
や
く
「
東
洋
製
報
」
第
四
九
各
第
二
親
誌

ス
キ
ナ

l
氏
の
研
究
の

上
で
詳
細
に
紹
介
評
債
さ
れ
た
斯
波
義
信
氏
の
お
か
げ
で
、
熟
読
す
る
機
曾
を
も
ち
、
深
く
啓
蒙
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

直
接
の
封
象
と
な
ら
な
か
っ

た
華
北
卒
原
地
帯
に
つ
い
て
、
不
完
全
だ
が

一つ

の
資
料
を
整
理
し
て
こ
の
よ
う
な
研
究
者
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
目
的
で
、
車
円
豚
の
光
緒
初
年
に
お
け
る
市
場
共
同
盟
|
|
華
北
で
最
も

一
般
的
な
定
期
市
の
名
稽
に
よ
っ
て
市
集
共
同
盟
と
か

り
に
呼
ん
で
お
く
|
|
の
構
成
、
規
模
、
設
展
、
過
程
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
み
た
。

市
集
共
同
値
を
規
定
す
る
に
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
が
特
定
の
単
数
の
市
集
と
だ
け
統
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
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で
は
、

」
の
問
題
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
結

ぃ
。
加
藤
博
士
の
「
清
代
に
お
け
る
村
鎮
の
定
期
市
」
(
「
支
那
経
済
史
考
誼
」
下
巻
所
牧
〉

そ
の
後
の
諸
研
究
で
筆
者
の
讃
ん
だ
も
の
に
は
、
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
も
の
は
な
い
。
山
根
氏
の
研
究
に
も

論
は
出
し
て
お
ら
れ
な
い
。

市
集
の
分
布
と
規
模
を
考
察
し
、
市
集
の
-フ
ロ
ッ
ク
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

村
落
と
市
集
と
の
関
係
に
は
全
然
ふ
れ
て
い
な
い
。

一
つ
の
市

集
に
属
す
る
村
落
は
固
定
し
て
い
て
、
あ
る
一
村
落
の
村
民
が
複
数
の
市
集
に
交
易
に
行
く
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
筆
者
の
手
も
と

に
残
っ
て
い
る
メ
モ
に
よ
る
と
、
光
緒
賀
将
士
山
、
光
緒
唐
隠
士
山
、
同
治
集
域
勝
志
、
遁
光
定
州
志
な
ど
、
牒
内
の
村
落
を
市
集
別
に
列
挙
し
て

あ
る
地
方
志
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
筆
者
が
紹
介
し
た
直
隷
省
の
「
村
圃
」
に
よ
っ
て
断
定
で
き
る
。

末
直
隷
省
の
村
圏
三
種
に
つ
い
て
」
(
加
藤
博
士
還
暦
記
念
「
東
洋
史
集
読
」
所
牧
)
の
村
圏
三
種
の
う
ち
、

最
も
完
全
な

〈
光
緒
初
年
作
製
〉
の
記
入
事
項
、
特
に
村
別
の
戸
口
、
集
市
、
権
量
、
客
庖
(
宿
屋
で
商
品
保
管
を
も
業
と
す
る
の
が
一
般
的
慣
習
だ
っ

た
〉
な
ど
の
項
の
記
載
を
整
理
し
た
も
の
が
本
稿
で
あ
る
。
集
市
の
項
の
記
載
で
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
が
特
定
の
市
集
に
属
し
た
こ
と
は
明
瞭
で

」
れ
に
つ
レ
て
の
嘗
稿
「
清

「
育
牒
村
圃
」

-73 -

あ
る
が
、
あ
る
特
定
の
市
集
に
属
す
る
村
落
で
使
用
さ
れ
る
擢
量
す
な
わ
ち
度
量
衡
の
共
通
と
い
う
こ
と
が
市
集
共
同
障
結
合
の
経
済
的
保
件

の
一
つ
と
し
て
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う。

「
青
豚
村
圃
」

(
以
下
単
に
村
圃
と
書
く
)
に
記
載
さ
れ
た
度
量
衡
の
種
別
は
次
の
六
種
で
あ
る
。

い
ま
こ
れ
を
A
型
か
ら
F
型
ま
で
の
略

競
で
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
樺
量
の
項
に
は
、

A 

斗
衡
餅
二
十
升
稽
拾
六
雨
尺
拾
寸

B 

斗
衡
餅
十
一
升
稽
拾
六
雨
尺
拾
寸

斗
衡
餅
十
一
升
五
合
稿
拾
六
雨
尺
拾
寸

斗
衡
餅
十
升
五
合
稽
拾
六
商
尺
拾
寸

斗
衡
餅
十
三
升
五
合
稽
拾
六
両
尺
拾
寸

斗
衡
餅
十
升
稽
拾
六
南
尺
拾
寸
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と
あ
る
が
、
相
互
に
違
っ
て
い
る
の
は
容
量
だ
け
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
穀
物
を
は
か
る
標
準
的
な
桝
の
大
小
の
差
で
あ
る
。
村
聞
で
は
、
各
村

落
ご
と
に
書
か
れ
た
こ
の
擢
量
と
、
集
市
の
項
に
書
か
れ
た
某
々
日
某
々
集
に
行
く
と
い
う
市
日
す
な
わ
ち
-集
期
と
所
属
す
る
市
集
、
そ
れ
に

嘗
該
集
場
へ
の
里
教
が
市
集
共
同
瞳
の
規
模
を
具
瞳
的
に
賓
誼
す
る
決
定
的
な
資
料
と
な
る
。
村
の
位
置
を
知
る
資
料
と
し
て
四
至
八
到
す
な

わ
ち
隣
接
村
落
へ
の
里
数
が
入
方
向
に
つ
い
て
記
入
し
て
あ
る
が
、

こ
れ
は
民
園
童
一
両一
鯨
志
の
巻
首
に
あ
る
詳
細
な
地
園
で
も
お
お
ま
か
な
こ
と

一
里
の
長
さ
も
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。

は
代
用
で
き
る
。
な
お
、
村
圃
の
里
数
は
概
数
で
あ
り
、

な
お
、
参
考
の
た
め
に
付
記
し
て
お
く
と
、
主
円
鯨
は
北
方
の
静
海
回
怖
を
へ
だ
て
て
天
津
に
つ
な
が
る
大
運
河

(
南
運
河
)
南
岸
の
地
域
を
含

む
境
界
線
の
複
雑
な
古
い
豚
で
あ
る
が
、
土
地
の
生
産
力
の
低
い
後
進
地
域
で
あ
る
。
水
に
瞳
分
が
あ
っ
て
農
作
物
の
生
育
に
は
遁
し
な
い
の

が
原
因
で
あ
っ
た
。
村
圃
の
禾
稼
の
項
に
は
一
様
に

「
紅
褒
高
根
玉
米
黍
覆
穀
豆
を
種
う
る
に
宜
し
」
と
あ
る
が
、
桑
腕
の
項
に
は
腕
を
記
し

た
村
が
い
く
ら
か
あ
り
、
果
瓜
の
項
に
は
瓜
を
記
し
た
も
の
が
部
分
的
に
集
合
し
て
い
る
の
み
で
、

れ
で
あ
る
。
次
に
、
村
固
に
鎮
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
十
二
あ
る
が
、

桃
李
棄
な
ど
の
果
樹
を
記
し
た
も
の
は
ま

-74ー

こ
れ
は
商
業
都
市
と
し
て
の
名
稿
で
は
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
き

た
い
。
こ
れ
は
嘗
時
の
保
甲
制
に
よ
っ
て
豚
内
を
十
二
匿
萱
に
分
け
た
保
甲
の
責
任
者
の
駐
在
す
る
場
所
で
、
い
わ
ば
鯨
の
下
級
機
関
の
所
在

地
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
村
固
で
は
鯨
域
内
を
勝
城
か
ら
の
方
向
に
従
っ
て
数
箇
の
郷
に
分
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
嘗
時
は
単
な
る
地
理

的
な
地
域
匪
分
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

鯨
外
の
市
集
共
同
睦
に
属
す
る
村
落

市
集
共
同
捜
は
祉
曾
経
済
的
に
設
展
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
中
心
地
で
あ
る
集
場
が
勝
城
以
下
の
官
治
機
関
に
創
設
さ
れ
た
も
の
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
共
同
盟
を
構
成
す
る
地
域
的
規
模
が
官
治
上
の
行
政
匡
萱
と

一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

山
根
氏
の
前
記
の
研
究
に

も
「
こ
と
に
鯨
境
に
位
置
す
る
舗
で
は
、
相
接
す
る
雨
鯨
が
そ
の
鎮
で
市
を
開
く
」

寅
例
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
経
済
的
あ
る
い
は

経
済
地
理
的
要
因
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
唐
宋
以
来
幣
制
の
饗
還
を
経
て
き
た
歴
史
の
古
い
育
鯨
の
場
合
に
は
、
帯
境
そ
の
も
の
が
き
わ



め
て
複
雑
な
こ
と
も
、
既
成
の
鯨
境
に
と
ら
わ
れ
な
い
市
集
共
同
盟
の
多
い
一
因
で
あ
ろ
う
。
主
円
鯨
の
管
轄
地
域
は
南
北
に
直
線
に
近
い
線
で

流
れ
る
南
運
河
を
中
心
に
し
て
南
北
の
最
長
部
で
約
一
四

O
華
里
、
東
西
の
そ
れ
が
九
O
華
里
除
り
の
縦
に
長
い
菱
形
と
一
躍
は
言
え
る
が
、

境
界
線
が
比
較
的
直
線
に
近
い
の
は
西
方
中
央
部
と
西
南
部
だ
け
で
、
他
の
方
角
は
出
入
が
は
な
は
だ
し
い
。
極
端
な
の
は
北
境
で
南
運
河
東

岸
地
帯
に
静
海
豚
所
属
地
が
幅
五
肇
里
乃
至
十
数
華
里
の
不
規
則
な
形
で
牒
の
中
央
部
に
あ
る
勝
城
の
員
東
一
五
華
里
の
地
黙
ま
で
食
い
こ
ん

だ
こ
と
、
南
運
河
以
東
の
部
分
は
、
東
西
の
長
さ
は
以
西
と
だ
い
た
い
等
し
い
が
、
南
北
の
そ
れ
は
七

O
華
里
に
満
た
な
い
こ
と
と
、
こ
の
部

分
は
前
記
の
静
海
鯨
の
飛
び
入
り
地
域
を
含
め
て
長
方
形
に
近
く、

東
方
鯨
境
に
出
入
の
多
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

民
園
育
豚
志
の
地
固
に
よ

っ
て
青
懸
の
境
界
を
上
記
の
程
度
に
要
約
す
る
に
と
ど
め
て
、

次
に
主
円
鯨
賑
境
地
帯
の
村
落
が
鯨
外
の
市
集
共
同
穫
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
個

別
的
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

静
海
鯨
の
南
端
、
前
記
の
静
海
豚
管
轄
地
域
の
南
方
の
車
円
鯨
内
に
食
い
こ
ん
だ
地
域
の
北
端
に
位
置
し
、
南
運
河
の
東
山
芹
に
沿

っ
た
鎮
市
で
、
後
述
す
る
青
鯨
内
の
最
北
の
市
集
で
同
じ
く
南
運
河
に
沿
っ
た
流
河
集
と
の
距
離
は
、
地
園
上
の
直
線
距
離
で
約

一
O
華
里
。

①
唐
官
屯

- 75ー

集
期
は
四
・
九
日
。
度
量
衡
は

D
型
。
同
青
鯨
西
南
隅
を
下
流
が
東
寄
り
に
斜
め
に
流
れ
る
黒
龍
港
河

(
現
在
の
子
牙
河
の
故
這
〉
に
接
し
た

黄
窪
鎮
を
は
じ
め
、
そ
の
東
、
南
運
河
ま
で
二

O
華
里
に
及
ぶ
南
北
約
五
華
里
か
ら

一
O
華
里
幅
の
腕
境
地
域
、
制
唐
官
屯
の
南
に
延
び
た
静

海
豚
の
飛
び
入
り
地
域
の
西
方
で
、
新
官
屯
減
河
(
馬
廠
運
河
)
以
南
、
南
運
河
以
東
(
た
だ
し
馬
廠
鎮
を
は
じ
め
南
運
河
沿
岸
の
村
落
を
除

お
よ
び

ω前
記
飛
び
入
り
地
域
の
東
側
の
地
域
で
、
主
円
豚
所
轄
地
が
静
海
豚
内
に
飛

く
〉
の
南
北
約
一
五
華
里
・
東
西
約
一

O
華
里
の
地
域
、

び
出
し
て
い
る
と
逆
に
も
言
え
る
面
積
に
し
て
約
三

O
O卒
方
華
里
の
犬
張
子
の
形
を
し
た
部
分
か
ら
な
る
北
境
地
帯
で
、
黄
窪
・
馬
廠
雨
鎮

の
保
甲
の
管
轄
下
に
あ
る
村
落
の
大
学
が
こ
の
唐
官
屯
集
圏
内
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
村
落
数
は
二
九
村
、
戸
数
は
合
計
約
て
四
六

O
戸
、

人
口
は
大
口
小
口
あ
わ
せ
て
一
て
六

O
O
人
弱
、
田
地
て

二
六
八
頃
と
な
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
青
照
の
中
集
で
あ
る
流
河
の
規
模
を
す
こ

し
上
回
っ
て
い
る
。
別
に
唐
官
屯
の
圏
内
に
は
前
記
の
飛
び
入
り
地
は
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
静
海
鯨
に
お
け
る
隣
接
市
集
は
陳
官
屯

で
、
唐
官
屯
か
ら
南
運
河
の
下
流
約
二

O
華
里
に
あ
る
か
ら
、
同
鯨
南
港
一
帯
の
村
落
は
唐
官
屯
の
圏
内
に
入

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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大
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集
へ
の
青
鯨
内
の
村
落
か
ら
の
距
離
を
み
る
と
、
該
集
の
西
南
の
黄
窪
鎮
か
ら
二
五
華
里
、
正
南
の
新
張
庄
か
あ
二

O
華
里
、
東
南
の
果
増
日

村
か
ら
二
五
肇
里
が
最
も
遠
い
村
落
の

一
つ
と
し
て
村
聞
に
は
記
入
さ
れ
て
い
る
。
陸
路
二
五
肇
里
す
な
わ
ち
約

一
五
キ
ロ
は
一
日
で
一往
復
す

る
市
場
へ
の
距
離
と
し
て
は
長
過
ぎ
る
。
そ
の
後
背
勝
北
港
の
唐
官
屯
市
集
圏
内
に
前
記
例
制

ω一
三
地
問
の
大
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
圏
内
と
す
る

四
場
の
市
集
が
費
生
し
た
こ
と
は
民
園
青
鯨
志
の
集
市
表
か
ら
わ
か
る
。
集
期
二
・
七
日
の
黄
窪
銀
ハ
村
圃
で
は
戸
数
一
五
て
客
庖
は
な

い
〉
、
集
期
一
・
六
日
の
馬
廠
鋸
(
村
圃
で
は
流
河
集
に
属
す
る
一
一
一
ニ
戸
の
集
落
で
、
南
運
河
東
岸
に
沿
っ

て
い
る
が
、
客
庖
は
な
い
)
、
集

期
五
・
十
日
の
十
八
戸
村
(
伺
地
匡
の
北
端
馬
廠
運
河
北
岸
に
あ
り
、
村
園
に
は
戸
数
一

一
七
、
客
庖
ニ
、

唐
官
屯
へ

十
二
里
と
記
さ
れ
て
い

る
〉
が
そ
れ
で
あ
る
(
青
鯨
市
集
圏
圃

a

1

・
2
・
3
)。

②
中
旺
中
旺
鎖
は
静
海
豚
城
の
東
南
九
O
華
里
、
槍
州
・
青
豚
の
境
界
に
近
い
地
貼
に
あ
っ
て
、
集
期
は
三
・
八
日
。
度
量
衡
は
C
型。

青
牒
城
の
員
東
の
方
向
に
あ
た
り
、
前
記
①
の
的
地
域
の
東
南
に
接
績
し
、
南
は
、
一
村
の
例
外
を
除
い
て
、
輿
済
減
河
(
青
鯨
の
南
運
河
以
東

の
地
の
ほ
ぼ
中
聞
を
東
流
し
、
鯨
外
で
静
海
豚
と
治
州
と
の
境
界
と
な
る
〉
ま
で
の
地
域
が
こ
の
市
場
圏
内
に
入
司
て
い
る
。
こ
の
ニ
O
牽
里

前
後
を
一
溢
と
す
る
正
三
角
形
に
似
た
地
域
の
村
落
一
四
が
中
旺
集
圏
内
に
あ
り
、
そ
の
戸
数

・
人
口
・
団
地
の
線
計
概
数
は
七
五
O
戸

・

一 77ー

三、

O
五
O
人
・
六
一

O
頃
と
な
り
、
集
場
へ
の
距
離
は
最
短
五
筆
里
か
ら
最
長

一
七
牽
里
で
あ
る
。

一
四
箇
村
の
う
ち
六
村
ま
で
が
四

O
戸

以
下
の
小
村
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
で
将
境
か
ら
最
も
遠
い
地
黙
に
あ
る
小
牛
荘
は
一

二
四
戸
の
大
村
で
、
し
か
も
客
庖
が
三
軒
も
あ
る
。
民

園
青
蘇
志
集
市
表
に
は
こ
こ
に
ニ
・
七
日
集
期
の
市
集
が
あ
り
、
特
に
家
畜
の
取
引
が
盛
ん
だ
と
書
い
て
い
る
。
村
固
に
は
こ
の
市
集
を
記
入

し
て
な
い
が
、
村
名
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
家
畜
市
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

村
固
に
は

一
般
の
市
集
と
廟
舎
の
ほ
か
、
こ
の

径
の
特
殊
な
市
に
つ
い
て
は
一
切
記
入
し
て
な
い
が
、
他
に
も
同
じ
よ
う
な
ケ
l
ス
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
地
域
の
特
産
物
と
し
て
瓜
類

が
あ
り
、
民
園
静
海
豚
志
銀
市
こ
よ
れ
ま
、
中
旺
鎮
で
ま
海
産
物
の
取
引
が
盛
ん
だ
司
た
と
い
う

(
b
y

d

概
況

t

i

v

t

①
李
村
中
旺
鎮
の
南
方
約
一
五
華
里
に
あ
る
槍
州
管
内
の
鎖
市
で
、
集
期
は
五
・
十
日
。
度
量
衡
は

E
型
。
青
鯨
・
槍
州
聞
の
境
界
線
に

接
し
た
輿
済
滅
河
以
南
の
玉
村
・
2

二
七
戸
・
一
、
七
一
一
口
・
二
四
五
頃
弱
が
こ
の
市
集
に
属
し
て
い
る
が
、

槍
州
管
内
に
飛
び
出
し
た
地
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黙
に
あ
る
一
入
二
戸
の
王
官
村
以
外
は
み
な
小
村
で
あ
る
。
李
村
集
へ
の
距
離
は
一

二
華
里
の
も
の
三
村
、
他
の
二
村
は
二

O
華
里
、

二
五
牽

里
で
あ
る
。
こ
の
豚
境
地
僚
に
績
く
青
鯨
の
南
運
河
東
方
地
域
の
南
方
溢
境
に
は
外
廓
の
市
集
に
属
す
る
村
落
は
な
い

(
c
y

①
治
州

育
鯨
内
の
南
運
河
の
南
端
約
五
牽
里
と
こ
れ
と
直
角
に
ま
じ
わ
る
直
線
距
離
で

十
絵
筆
里
の
鯨
境
の
線
の
西
南
に
弧
を
な
す
南
運

河
西
岸
の
約
百
卒
方
華
里
の
地
域
に
あ
る
小
村
一
一
箇
村
|
|
二
四
三
戸
・
一
、
二
三

O
口
・
一
七
七
頃
ー
ー
が
治
州
の
集
に
赴
い
て
い
る
こ

と
が
村
岡
か
ら
わ
か
る
が
、
集
ま
で
の
距
離
は
七
筆
里
乃
至
一
五
華
里
で
、
一

O
肇
里
の
も
の
が
六
村
あ
る
。
治
州
は
槍
州
鯨
城
を
さ
す
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
度
量
衡
を
E
型
と
記
す
だ
け
で
、

市
日
の
記
入
が
な
い
。
こ
れ
は
、
大
小
や
場
所
の
差
は
あ
れ
、
槍
州
豚
城
で
は
嘗
時

す
で
に
毎
日
市
集
が
聞
か
れ
て
い
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
民
園
槍
勝
志
一
控
恥
は
村
固
か
ら
牢
世
紀
も
後
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
南
北
各

な
お
、
民
園
育
懸
志
の
市
集
表
に
は
、
三

・
入
日
集
期
の
西
花
園
と
い
う

城
門
の
毎
日
集
と
そ
の
他
の
城
門
や
域
外
の
市
集
を
記
し
て
い
る
。

市
集
を
あ
げ
て
い
る
。
地
園
に
よ
る
と
こ
の
名
稿
の
村
は
右
の
④
地
域
の
東
に
接
し
て
南
運
河
岸
に
あ
る
が
、
村
聞
に
は
こ
の
地
名
は
見
嘗
ら

恥
。
こ
の
集
場
を
中
心
に
④
地
域
が
小
市
集
共
同
睡
と
し
て
治
州
豚
城
中
心
の
大
市
集
圏
か
ら
分
離
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
r、
d 

5
)
。
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⑤
里
坦

里
坦
鋲
は
大
城
豚
の
南
端
に
あ
り
、
そ
の
市
集
は
集
期
四
・
九
日
、
度
量
衡
は
B
型
。
青
豚
の
西
方
境
界
の
中
央
部
で
、
大
城
・

河
間
雨
牒
の
境
界
線
へ
三
角
形
に
飛
び
出
た
部
分
の
九
村
が
こ
の
市
集
固
に
入
っ
て
い
る
。
青
豚
の
北
部
で
合
流
す
る
三
本
の
黒
龍
港
河
の
う

ち
で
最
も
西
を
流
れ
る
西
支
里
龍
港
河
の
西
方
に
一
村
、
東
方
に
入
村
あ
る
が
、
後
者
と
青
豚
の
木
門
庖
市
集
固
に
属
す
る
中
支
黒
龍
港
河
西

岸
地
帯
の
諸
村
落
と
の
距
離
は
二
乃
至
五
華
里
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
九
村
の
う
ち
八
村
が
河
間
鯨
や
大
城
懸
の
村
落
と
直
接
境
界
を
接
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
九
村
の
戸
数
・
人
口
・
田
地
の
合
計
概
数
は
七
五

O
戸
・
三
、

O
五
O
口
・
六
一

O
頃
で
あ
る
(

e

)

。

移
り
に
青
豚
の
西
北
角
の
静
海
・
大
城
南
麻
の
境
界
線
に
つ
な
が
る
南
北
に
細
長
い
突
出
部
で
、

黒
龍
港
河
以
西
の
=
ニ
村
は
、

一
村
を
除

い
て
、
す
べ
て
隣
接
豚
の
村
落
と
境
を
接
し
て
い
る
。
集
落
そ
の
も
の
の
位
置
か
ら
み
る
と
南
北
わ
ず
か
二

O
葦
里
に
す
ぎ
な
い
小
地
域
の
一

二
村
が
臓
外
の
三
集
に
分
属
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
北
部
か
ら
中
部
、
南
部
の
順
に
あ
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

静
海
豚
の
唐
官
屯
の
員
西
に
あ
た
る
子
牙
河
岸
の
鎖
市
で
、
集
期
四
・
九
日
、
度
量
衡
は
F
型
。
育
懸
の
三
村
落
|
|
戸
数
約
二

⑥
子
牙



三
0
・
人
口
約
て
三
六

0
・
田
地
一

O
三
頃
が
こ
の
市
集
圏
に
麗
し
、
集
場
ま
で
の
距
離
は
四
乃
至
一
八
華
里
で
あ
る
。
子
牙
銀
集
か
ら
最

も
遠
い
西
港
村
の
東
わ
ず
か
宇
華
里
に
あ
る
東
港
村
は
、
黒
龍
港
河
以
西
の
諸
村
落
中
の
例
外
で
、
村
民
は
東
部
村
境
の
黒
龍
港
河
を
渡
っ

て

二
五
華
里
さ
き
の
唐
官
屯
鎮
集
ま
で
交
易
に
行
っ
て
い
る

(
f
)。

⑦
小
河

育
問
問
境
に
近
い
大
城
豚
の
市
集
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
が
小
さ
か
「
た
ら
し
く
、
光
緒
大
城
牒
志
市
集
の
篠
に
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
集
期
は
三

・
八
日
。
度
量
衡
は
村
固
に
記
入
が
な
い
。
こ
の
市
集
に
属
す
る
の
は
戸
数
わ
ず
か
一

二
戸
の
小
河
庄
だ
け
で
、
し
か
も
小

河
と
「
相
連
里
」
と
そ
の
位
置
が
示
さ
れ
、
ま
た
こ
の
小
村
に
客
庖
が
一
軒
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、

車問
牒
黄
窪
鎖
所
管
の
小
河
庄
は
大

城
鯨
の
小
河
村
が
鯨
境
を
こ
え
て
康
が
っ
て
き
た
も
の
に
相
違
あ
る
ま
い

(
g
v

①
挑
馬
渡

小
河
の
南
方
、
子
牙
河
岸
の
集
市
で
、
光
緒
大
城
将
志
に
も
-
記
載
さ
れ
て
い
る
。
集
期
は
五

・
十
日
。
度
量
衡
は

F
型
。
車
円
豚

二
村
の
う
ち
で
黒
龍
港
河
岸
の
康
一
隅
棲
村
の
方

は
、
戸
数
三
八
戸
な
の
に
、
渡
船
を
備
え
た
渡
し
場
と
客
庖
が
四
軒
も
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
背
鯨
北
部
の
流
河
集
と
銚
馬
渡
集
と
の

街
道
沿
い
で
、
市
集
商
人
の
宿
泊
地
だ

っ
た
こ
と
は
、
流
河
鎮
に
客
庖
の
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

(
h
y

の
二
小
村
(
入
二
戸
、

四
二
頃
)
が
こ
れ
に
麗
し
、
集
場
ま
で
の
距
離
は
五
牽
里
で
あ
る
。

-79 -

主
円
豚
内
の
市
集
共
同
盟

青
鯨
村
園
の
内
容
を
整
理
し
て
み
る
と
、
懸
内
に
城
集
の
ほ
か
、
在
郷
九
集
が
あ
る
が
、

そ
の
中
の
一
集
は
城
集
に
匹
敵
す
る
規
模
の
も
の

一
集
は
豚
境
に
あ
っ
て
青
豚
内
の
市
集
闇
が
四
村
に
し
か
及
ば
な
い
も
の
で
、
残
り
の
四
集
が
標

準
型
の
郷
集
で
あ
る
。
華
北
に
お
い
て
は
一
般
に
鯨
城
の
市
集
が
最
も
大
規
模
な
の
が
普
逼
で
あ
る
が
、
車
問
豚
の
よ
う
な
後
進
地
域
に
城
集
に

匹
敵
す
る
郷
集
が
あ
る
の
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
鯨
の
管
轄
匡
域
の
饗
化
し
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
青
鯨

の
南
牢
は
清
の
順
治
六
年
に
宋
代
以
来
の
輿
済
豚
を
併
合
し
た
地
域
で
あ
る
か
ら
、
奮
輿
済
鯨
の
城
集
だ

司
た
輿
済
集
が
そ
の
従
来
の
規
模
を

も
っ
た
ま
ま
清
末
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
次
に
前
記
九
箇
慮
の
市
集
に
つ
い
て
の
ベ
る
。

で
あ
り
、
二
集
は
極
端
に
小
規
模
な
も
の
、
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①
豚
域

車
内
服
城
は
南
運
河
の
車
円
鯨
内
の
流
路
の
中
央
部
の
西
岸
に
あ
り
、
村
圃
に
も
牒
城
の
東
方
運
河
寄
り
に
市
街
が
護
達
し
て
い
る
こ

と
を
圃
示
し
て
あ
る
。
こ
の
豚
城
内
外
を
合
わ
せ
て
戸
数
六

O
O、
人
口
四
、

0
0
0蝕
で
あ
る
。
市
集
の
聞
か
れ
る
日
す
な
わ
ち
集
期
は
ニ

・
七
日
と
五
・
十
日
、
使
用
さ
れ
た
度
量
衡
は

A
型
。
し
か
し
こ
の
城
集
に
集
ま
る
村
落
の
僚
に
は
こ
・
七
日
と
し
か
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
民
闘
青
勝
志
集
市
表
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
・
七
日
が
大
集
と
俗
稽
さ
れ
た
普
通
の
市
日
で
あ
り
、
五
・
十
日
は
照
城
内
外

だ
け
で
行
わ
れ
た
小
規
模
な
市
が
聞
か
れ
た
日
に
相
違
な
い
。

こ
の
豚
城
集
に
属
す
る
村
落
は
九
八
村
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
鯨
城
へ
の
距
離
は

二
O
華
里
の
も
の
四
村
、
十
八
華
里
の
も
の
七
村
を
の
ぞ
い
て
、
す
べ
て
十
五
華
里
以
内
に
あ
る
。

の
位
置
を
み
る
と
南
運
河
沿
岸
の
南
と
北
へ
そ
れ
ぞ
れ
正
確
に

一
五
華
里
、
西
北
お
よ
び
員
西
の
西
支
黒
龍
港
河
沿
岸
の
村
落
へ
そ
れ
ぞ
れ

一

五
華
里
、
西
南
の
中
支
黒
龍
港
河
沿
い
の
村
落
へ
同
じ
く
一
王
華
里
、
東
南
の
輿
済
集
闇
と
の
境
界
に
あ
る
一
村
へ

一
五
華
里
と
い
ろ
敷
字
が

さ
ら
に
鯨
城
か
ら
各
方
角
の
最
も
遠
い
村

得
ら
れ
る
の
で
、
鯨
城
市
集
圏
は
半
径
一
五
華
里
の
固
形
な
地
域
が
考
え
ら
れ
、

圏
域
の
理
論
的
典
型
と
し
て
の
正
六
角
形
に
通
ず
る
。
し
か
し
こ
の
青
鯨
城
市
場
圏
の
西
北
部
だ
け
は
、
前
記
の
唐
官
屯
市
集
圏
が
く
い
こ
ん

で
い
て
、
鯨
城
か
ら
八
牽
里
の
村
落
ま
で
に
し
か
及
ん
で
い
な
い
(
青
照
市
集
圏
閏
A
〉。

ス
キ
ナ
ー
が
定
説
化
し
た
も
の
と
し
て
依
接
し
て
い
る
市
場

- 80ー

人
・
一
、
七
九
O
頃
と
な
る
が
、

豚
城
市
集
闇
九
八
村
に
勝
城
お
よ
び
城
外
市
街
地
を
含
め
て
、

民
園
育
勝
志
集
市
表
に
は
、

そ
の
戸
数
・
人
口

・
団
地
の
穂
計
概
数
は
玉
、
九
O
O戸
・
三
O
、
五
O
O

こ
の
圏
内
に
三
箇
慮
の
市
集
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
集
期
四

・
九
日
の

制
同
じ
集
期
の
醤
庄
、

ω同
じ
く
四
・
九
日
集
期
の
王
鎮
西
が
そ
れ
で
あ
る
。

ωは
南
運
河
に
だ
い
た
い
並
行
し
て
そ
の
西
方
を

北
流
す
る
津
氾
河
が
引
河
を
分
流
し
て
東
支
黒
龍
港
河
に
つ
な
が
る
そ
の
分
流
貼
の
東
岸
に
あ
る
大
村
(
一
二
三
戸
、
廟
舎
の
開
催
地
、
客
庖

大
盤
古
村
、

三
軒
が
あ
り
、
瓜
類
、
果
賓
の
産
地
〉
で
、
鯨
城
の
南
方
西
寄
り
の
方
向
、
制
は
鯨
城
の
西
方
南
寄
り
、
大
盤
古

村
の
西
北
約
十
華
里
の
地
黙
に
あ
り
、
照
城
か
ら
一
五
華
里
、
大
城
豚
界
の
大
村
(
材
闘
で
は
一

O
二
戸
)
で
、
中
支
・
東
支
雨
黒
龍
港
河
の

一二
華
里
の
地
黙
に
あ
る
。

中
聞
に
位
置
し
て
い
る
。
最
後
の

ωは
鯨
城
の
西
北
か
ら
少
し
東
へ
ず
れ
た
方
向
に
あ
っ
て
、
牒
城
へ
最
も
遠
い
二

O
華
里
の
村
だ
が
、
戸
数

は
七
九
戸
、
廟
禽
の
開
催
地
、
客
広
が
一
軒
記
入
さ
れ
て
い
る
。
中
支
黒
龍
港
河
の
本
流
へ
の
合
流
貼
の
右
岸
に
位
置
し
、
水
運
の
便
に
恵
ま



れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三
集
の
設
立
に
よ

っ
て
鯨
城
市
集
圏
の
西
逼
か
ら
西
北
漫
へ
か
け
て
の
村
落
は
濁
自
の
市
集
共
同
睡
を
形
成

L

た
は
ず
で
あ
る

(
6
・
7
・
8
〉。

②
輿
輔
何
回
開
城
か
ら
南
三

O
筆
里
の
南
運
河
東
岸
に
沿
っ
た
奮
輿
糖
勝
城
で
、

運
河
東
岸
地
帯
で
は
数
華
里
、
西
岸
地
帯
で
は
二
十
品
開
華
里

で
南
方
の
治
州
に
達
オ
る
地
位
に
あ
り
、
戸
数
約
八
六

O
、
口
数
約
四
、
四

O
O
の
小
都
市
を
な
し
、
運
河
の
渡
口
、
が
二
箇
慮
あ
る
。
客
庖
は

九
軒
。

興
演
集
の
集
期
は
一
・
六
日
、
度
量
衡
は
鯨
城
集
と
同
じ
A
型
。

」
の
大
集
に
属
す
る
村
落
は
九
二
村
に
の
ぼ
る。

輿
梼
鎮
を
含
め
て

の
こ
の
市
集
共
同
盟
の
戸
数
・
人
口
・
団
地
の
糟
計
概
数
は
そ
れ
ぞ
れ
七
、

O
六
。
戸

・
三
五
、
六

O
O人
・

三
、

集
の
そ
れ
の
規
模
を
い
く
ぶ
ん
上
廻
っ
て
い
る
が
、

一
七
四
噴
と
な
り
、
麻
披

そ
の
圏
域
も
鯨
内
市
集
閣
で
最
も
康
い
。
興
酒
鎮
か
ら
南
運
河
に
沿
っ
て
北
は
二
一
葦

里
、
南
は
一
五
華
里
に
及
ぶ
線
の
西
の
地
域
は
、
西
北
・
西
南
の
限
界
が
鎮
か
ら
ニ

O
華
里
、
員
西
の
そ
れ
は

一
O
華
里
で
、
北
の
豚
城
集
圏

と
南
の
槍
州
勝
城
集
聞
と
は
十
絵
筆
呈
の
直
線
で
村
落
が
隣
接
し
て
い
る
が
、
西
境
は
後
に
あ
げ
る
新
集
圏
が
弧
を
な
し
て
い
り
こ
ん
で
い
る

@
 

か
ら
、
上
下
に
長
い
長
方
形
の
左
濯
が
内
側
に
入
り
こ
ん
で
い
る
。
南
運
河
東
部
は
鎮
の
少
し
下
流
で
甫
運
河
か
ら
分
流
す
る
興
酒
減
河
の
北

岸
沿
線
と
鎮
の
正
南
約
五
華
里
の
村
か
ら
牒
の
東
南
角
ま
で
の
豚
南
境
線
と
が
そ
れ
ぞ
れ
市
集
圏
の
北
・

南
の
境
界
線
を
な
し
、

東
端
は
鯨
東

境
の
静
海
豚
と
槍
州
の
市
集
に
属
す
る
地
帯
と
接
し
、
輿
済
鎮
か
ら
三
O
乃
至
三
五
華
里
に
南
北
に
だ
い
た
い
直
線
に
並
ぶ
諸
村
落
で
構
成
さ

れ
る
。
従
っ
て
、
興
酒
集
圏
の
南
運
河
以
東
は
正
方
形
ま
た
は
梯
形
に
近
い
地
域
を
な
し
て
い
る

(
B
Y

-81ー

輿
湾
市
集
圏
の
こ
の
よ
う
な
不
規
則
な
闇
域
は
、
本
来
城
集
と
し
て
贋
大
な
圏
域
を
も

っ
て
い
た
も
の
が
、

鯨
制
の
改
饗
や
周
園
の
市
集
闇

の
護
達
に
よ
っ
て
，
次
第
に
饗
形
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
南
運
河
東
部
地
域
に
は
そ
の
後
輿
済
減
河
の
北
岸
の
打
虎
庄
ハ
村
園
で
は
輿
済
鎮
の
北
東

二
五
華
皇
で
、
戸
数

一
一
一
一
の
大
村
)
に
四
・
九
日
の
集
期
の
市
集
が
、
ま
た
、
こ

の
地
域
の
中
央
の
地
黙
に
あ
る
北
桃
杏
村

(
村
圃
で
は
興

演
鎮
の
正
東
一
八
華
里
、
七
一
戸
の
村
だ
が
客
百
が
二
軒
あ
る
。
東
南
の
隣
村
南
桃
杏
村
は

一
四
五
戸
の
大
村
)
に
三
・
八
日
集
期
の
市
集
が

開
設
さ
れ
た
こ
と
が
民
園
育
壁
峯
市
表
か
ら
み
て
わ
か
る
。
こ
の
南
市
集
の
位
置
か
ら
み
て
輿
済
銀
か
ら
比
較
的
遠
距
離
に
あ
る
南
運
河
以

東
の
村
落
が
こ
の
商
集
に
直
接
所
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
ハ
9
・加)。
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議
河

流
河
銀
は
青
鯨
の
北
部
で
南
運
河
が
新
官
屯
減
河
の
方
向
す
な
わ
ち
東
へ
聾
曲
し
て
数
輩
里
流
れ
る
部
分
の
聾
曲
部
付
近
の
西
岸

に
沿
っ
た
戸
数
二
ハ
五
・
人
口
約
て

五
六

O
の
大
集
落
で
あ
る
が
、
客
庖
は
一
軒
し
か
な
い
。

」
こ
は
集
期
が
三

・
八
日
で
、

度
量
衡
は
D

型
で
あ
る
か
ら
、
唐
官
屯
市
集
圏
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
は
唐
官
屯
市
集
圏
、
南
は
勝
城
市
集
圏
、
東
は
南
運
河
、
西
は
黒
龍

港
河
に
か
こ
ま
れ
た
地
域
が
こ
の
市
集
の
圏
域
で
、
流
河
鎖
か
ら
南
運
河
上
流
ヘ
入
華
里
、
下
流
へ
六
筆
里
の
線
の
西
側
に
東
南
か
ら
西
北
へ

か
け
て
流
河
か
ら
一
一
一
筆
里
の
牛
径
の
圏
内
に
あ
る
村
落
(
例
外
は
西
北
端
の
一
四
華
里
の
一
村
の
み
)
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
固
の
四
分
の

一
の
形
を
な
し
て
い
る
。
南
運
河
以
東
で
は
、
例
外
と
し
て
、
流
河
鎖
の
劉
岸
に
あ
り
、
後
に
分
離
し
て
市
集
を
聞
い
た
馬
廠
鎖
(
唐
官
屯
の

僚
を
み
よ
)
が
あ
る
だ
け
な
の
で
、
流
河
集
は
そ
の
市
集
圏
の
東
端
に
位
置
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
市
集
共
同
瞳
の
祉
舎
経
済
的

規
模
を
数
字
で
一
示
す
と
、

そ
れ
自
健
は
村
落
で
あ
る
流
河
・
馬
廠
南
鎖
を
加
え
て
、

村
教
は
二
六
、
戸
数
は

て

三

六
O
、
人
口
は
八
、

)¥ 

。
、
団
地
は
三
九
六
頃
に
な
る

(
C
Y

@
 

木
門
庖
は
青
豚
西
宇
部
の
中
央
部
、
東
支
黒
龍
港
河
の
右
岸
に
接
し
た
六
二
戸
・
人
口
五
四

O
の
村
落
で
、
豚
城
か
ら
の
距
離

@
 

は
三

O
撃
里
。
南
街
銀
保
甲
の
管
轄
下
に
あ
り
、
客
庖
三
軒
、
が
あ
る
。
こ
こ
の
市
集
は
集
期
三
・
八
日
、
度
量
衡
は

B
型
。
市
集
規
模
は
三
三

④
木
門
庖

- 82-

村
・
二
、

O
三
O
戸
・
一

O
、
八
六

O
、
ロ
・
五
五
三
頃
。
圏
域
は
将
棋
の
そ
れ
の
西
南
線
に
密
着
し
、
西
は
大
城
鯨
里
坦
集
圏
内
の
西
方
豚

境
地
帯
に
、
南
は
後
述
す
る
新
集
・
崇
仙
の
南
市
集
闘
に
文
字
通
り
隣
接
し
た
村
落
で
固
ま
れ
て
お
り
、

家
庄
(
二

O
一
戸
、
廟
曾
の
開
催
地
で
客
庖
二
軒
が
あ
る
)
は
、
南
方
圏
界
か
ら
は
み
出
て
新
集
圏
域
に
あ
る
。
こ
の
市
集
圏
は
東
支
黒
龍
港

こ
の
市
集
鯨
内
で
例
外
的
な
大
村
戴

河
の
ま
が
り
く
ね
っ
た
部
分
と
そ
の
西
に
あ
る
中
支
黒
龍
港
河
の
分
流
し
て
ま
た
合
流
す
る
部
分
の
卒
坦
地
で
、
村
落
の
大
部
分
は
木
門
庖
を

中
心
と
し
て
牢
径
約
八
華
里
の
圏
内
に
な
る
が
、

北
方
で
木
門
庖
へ

四
華
里
ま
で
東
支
黒
龍
港
河
岸
の
鯨
城
集
圏
が
食
い
こ
み
、
ま
た
、
正
西

方
だ
け
は
一
二
乃
至
一
三
華
里
の
村
落
ま
で
の
び
て
い
る
。
こ
の
中
支
黒
龍
港
河
以
西
の
敷
村
の

一
つ
西
高
披
村
は
一
一
五
戸
の
大
村
で
、
客

庖
二
軒
が
あ
る
が
、
後
に
五
・
十
日
の
市
集
〈
越
高
坂
村
〉
が
設
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
村
で
あ
ろ
勾

(
D
U
V

木
門
庖
の
東
南
十
除
華
里
に
あ
る
新
集
銀
(
六
一
戸
・
三
四
八
口
、
客
庖
が
二
軒
、
鯨
械
か
ら
三
五
華
里
〉
は
津
池
河
と
東
支
黒

@ 
新
集



龍
港
河
の
並
流
す
る
中
間
に
あ
り
、
爾
河
流
域
の
村
落
三
五
を
そ
の
圏
域
内
に
持
っ
て
い
る
。
集
期
は
四

・
九
日
、
度
量
衡
は

C
型
。
市
集
圏

は
鎖
を
中
心
と
し
て
、
牢
径
八
肇
里
の
固
形
を
な
し
、
北

・
東

・
南
に
接
す
る
木
門
庖
・
興
酒

・
杜
林
の
各
市
集
固
と
は
墜
方
の
村
落
が
密
接

し
て
、
村
と
村
と
の
距
離
が
牢
牽
里
と
か
一
筆
里
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

し
か
し
鎮
の
西
南
部
に
は
こ

の
固
形
か
ら
二
華
里
ほ
ど
は
み
出
し

た
村
落
が
あ
り
、
中
東
支
黒
龍
港
河
沿
岸
に
あ
っ

て
こ
の
市
集
圏
内
最
大
級
の
村
で
あ
る
大
曲
頭

(
九
二
戸

・
四

一
六
口、

客
庖
が

一
軒
あ

る
〉
や
線
圧
(
八

O
戸
・
五
五
八
口
〉
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
終
り
に
こ
の
市
集
共
同
佳
の
規
模
を
数
字
で
示
す
と
、
鎮
を
含
め
て
、

一、
七

六
五
戸
・
九
、
三
二
七
日
・
四
七
六
頃
弱
と
な
る
(

E

)

。

@
杜
林
圭
円
豚
南
端
の
二
等
漫
三
角
形
を
な
し
た
地
域
に
劃
す
る
保
甲
の
管
轄
援
黙
で
あ
る
杜
林
鎮
の
市
集
は
集
期
二

・
七
日
、

度
量
衡
は

木
門
庖
と
同
じ
B
型
で
あ
る
。
杜
林
鎮
は
牒
城
か
ら
六

O
筆
里
の
南
に
あ
る
。

戸
数
三

O
七
、
人
口
約
七
、
七

O
O
の
小
都
市
で
、

博
治
河
の

南
岸
に
ひ
ろ
が
っ
て
石
橋
を
架
し
て
あ
る
。
東
西
、
南
北
の
街
道
が
そ
れ
ぞ
れ
二
道
あ
り
、
水
陸
交
通
の
要
衝
を
な
し
、
客
庖
は
五
軒
あ
る
。

杜
林
集
の
圏
域
は
湾
出
河
に
沿
っ
て
正
北
へ
一
二
華
里
、
正
南
へ
一

O
華
里
ま
で
南
北
に
延
び
、

北
東
へ
一
五
華
里
、

正
東
へ
久
華
里
、
東
南

83 

へ
一
二
華
皇
、
西
南
へ
一
六
華
里
、

正
西
へ
一
二
華
里
、

西
北
へ
一
五
華
里
ま
で
の
青
鯨
内
の
村
落
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
形
は
正
方
形
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
西
は
東
支
黒
龍
港
河
が
鯨
境
近
く
を
流
れ
て
お
り
、
東
部
豚
境
外
は
槍
州
州
城
に
近
い
の
で
、
外
州
懸
の
村
落
で
杜
林
集
圏
内

に
属
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
圏
域
内
の
村
落
は
六
て
戸
口
団
地
は
、
杜
林
鎮
を
含
め
て
、
四
、
九
五

O
戸
・

二
四
、
一

O
O
口
・
七
八
O
頃
(
後
述
す
る
小
集
の
あ
る
例
制
雨
村
を
含
む
)
と
な
る
。
戸
口
の
割
合
に
団
地
が
少
な
い
の
が
疑
問
だ
が
、
地
園
の
上
の

面
積
は
木
門
庖
圏
や
新
集
圏
よ
り
は
贋
い
。

土
地
の
生
産
性
が
高
か

っ
た
か
、
捻
匪
の
戦
飢
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
か
で
あ
ろ
う

(
F
Y

次
に
杜
林
集
に
属
す
る
村
落
の
う
ち
で
、
戸
数
の
多
い
山
呼
庄

・
銭
海
庄
の
二
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
自
村
で
杜
林
集
と
異
な
る
市
日
に
小
規

模
の
市
集
を
聞
い
て
い
る
事
買
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
小
集
に
属
す
る
村
落
は
中
間
的
な
こ
の
小
集
を
通
じ
て
杜
林
集
に
間
接
に
所
属
す

こ
の
段
階
で
は
こ
の
小
集
ま
で
一
般
の
客
商
た
る
市
場
商
人
が
来
た
の
で
は
な
く
、
局
地
的
な
在
郷
商
人
の
活
動
を
想
定
で
き

地
方
小
都
市
の
在
地
商
人
が
標
準
型
の
市
集
に
何
ら
か
の
形
で
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
清
末
で
は
一
般
的
な
こ
と
だ

る
わ
け
だ
が
、

329 

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
最
小
規
模
の
市
集
の
創
立
は
先
ず
大
村
あ
る
い
は
都
市
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
村
落
の
在
郷
商
人
が
郷
紳
な
ど
と
結
び

つ
い
て
行
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
地
方
志
に
は
一
般
に
こ
の
よ
う
な
最
小
規
模
の
市
集
圏
を
も
っ
市
集
は
記
載
さ
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ

う

民
国
青
勝
志
集
市
表
に

さ
き
に
ふ
れ
た
大
城
鯨
の
小
河
集
が
光
緒
の
豚
志
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
も
、

は
、
村
園
作
製
嘗
時
の
杜
林
鎖
市
集
圏
域
内
に
あ
る
同
組
官
管
制
蒋
王
程
村

ω陶
王
荘
が
そ
れ
ぞ
れ
集
期
三

・
八
日
、
五
・
十
日
、
四
・
九
日

の
市
集
の
猫
立
し
て
市
集
と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。
村
固
に
は
、
同
は
杜
林
銀
市
集
圏
内
南
運
河
沿
い
の
最
北
端
す
な
わ
ち
同
銀
か
ら

一一

一

そ
の

一
例
だ
ろ
う
。

な
お
、

華
里
下
流
に
あ
る
一
四
四
戸
の
大
村
、

伽
は
杜
林
鎮
の
西
北

二一
華
里
す
な
わ
ち
西
北
端
の
一
一
九
戸
の
大
村
、
制
は
杜
林
鎮
の
東
南

一
二
筆

同
の
ご
と
き
は
寺
廟
も
な
い
よ
う
な
僻
村
で
あ
っ
た
ハ
ロ
・
日

-
U
)。

里
に
あ
る
豚
界
の
大
村
(
一
八
七
戸
)
と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、

⑦
山
呼
庄

同
鎖
の
す
ぐ
南
で
津
花
河
に
合
流
す
る
清
河
(
老
潰
河
)

の
左
岸
に
あ
る
三

O
六
戸
の
大
集
落

杜
林
鎖
の
南
方
一
五
葉
里
、

六
O
O人
、
客
庖
が
三
軒
あ
る
。
こ
己
の
小
集
の
集
期
は
二
・
七
日
で
、
度
量
衡
は
杜
林
集
と
同
じ
の

B
型。

鯨
境
の
三
村

を
ふ
く
む
五
乃
至
七
華
里
の
距
離
に
あ
る
玉
村
が
そ
の
市
集
圏
域
で
、
そ
の
規
模
は
、
山
呼
圧
を
ふ
く
め
て
、
戸
数
て

O
四
0
・
人
口
五
、

六
七

0
・
団
地
一
二

O
頃
で
あ
る
。
こ
の
市
集
圏
域
は
清
河
に
並
行
に
流
れ
る
津
花
河
以
東
と
南
北
に
直
線
を
な
す
賑
境
に
は
さ
ま
れ
た
地
域

が
中
心
で
、
縦
長
で
下
部
の
幅
が
ひ
ろ
い
細
長
い
地
形
を
し
て
い
る

(
G
V

①
銭
海
正
銭
海
庄
は
杜
林
鎖
か
ら
一

O
華
里
上
流
の
津
花
河
正
岸
に
あ
る
二

O
入
戸
の
大
村
で
あ
る
が
、
客
庖
は
な
い
。
こ
こ
で
聞
か
れ

る
小
集
は
集
期
一
・
六
日
で、

度
量
衡
は
杜
林
集
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
属
す
る
七
箇
村
は
集
場
ま
で
二
乃
至
入
華
里
の
範
圏
内
に
あ
り
、

津
花
河
と
東
支
黒
龍
港
河
の
聞
に
限
ら
れ
、
西
南
は
省
境
な
の
で
、
卵
を
た
て
た
形
と
な
り
、
銭
海
庄
は
そ
の
西
北
周
線
上
に
あ
る
。
銭
海
庄

を
含
め
て
、
こ
の
市
集
共
同
盟
の
規
模
は
約
て

で
、
人
口
約
て

一
O
O戸
・
五
、
二

O
O人
・
田
地

一
四
五
頃
で
あ
る
。
以
上
の
二
つ
の
市
集
圏
域
で
青
鯨

南
端
の
南
方
へ
突
出
し
た
地
域
を
形
成
し
て
い
る

(
H
Y

①
崇
仙

青
豚
西
境
の
西
へ
突
き
出
た
部
分
で
、
新
集
市
集
圏
域
の
西
に
接
す
る
三
村
が
、
青
鯨
・
河
間
鯨
・
猷
鯨
の
三
鯨
の
境
界
線
の
交

わ
る
地
黙
に
接
し
た
最
西
の
崇
仙
村
の
市
集
に
寓
し
て
い
る
。

四
村
合
わ
せ
て
二
七
四
戸
・
て
五
七

O
ロ
し
か
な
い
が
、

田
地
一

O
三
頃
と

-l!4ー



な
ゥ
て
い
る
。
崇
仙
村
集
の
集
期
は
一
・
六
日
、
度
量
衡
は

B
型
で
あ
る
。
崇
仙
村
は
六
九
戸
の
標
準
型
の
村
落
で
あ
る
の
に
客
庖
が
一
軒
あ

る
。
こ
れ
と
そ
の
鯨
境
沿
い
の
位
置
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
崇
仙
市
集
圏
は
牒
外
に
は
み
出
て
い
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
民
園
育
鯨
士
山の
地

園
で
は
崇
仙
を
新
集
や
木
門
庖
よ
り
大
き
な
地
方
都
市
と
し
て
表
示
し
て
あ
る
の
も
、
こ
の
推
測
を
確
め
る

一
助
と
な
ろ
う

(
I
Y

最
後
に
、
は
じ
め
に
書
き
お
と
し
た
の
で
追
記
す
る
が
、
豚
内
の
市
集
圏
域
も
牒
の
下
級
機
関
で
あ
る
保
甲
の
管
轄
地
域
と
は
関
係
が
な

こ
れ
は
鎮
の
管
轄
は
元
来
市
集
共
同
盟
を
基
準
に

く
、
鎮
の
管
轄
匿
域
と
市
集
圏
と
が
だ
い
た
い
一
致
す
る
の
は
興
演
市
集
圏
だ
け
で
あ
る
。

卜
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

あ

と

h'、

き

市
集
圏
域
す
な
わ
ち
市
集
共
同
瞳
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
清
末
に
お
け
る
青
懸
の
場
合
を
見
て
き
た
が
、
「
車
内
鯨
村
圃
」

だ
け

で
は
市
集
共
同
盟
の
社
舎
的
側
面
を
十
分
に
賓
誼
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
は
人
口
密
度
の
高
い
卒
原
地
帯
の
市
場
共
同
睦

の
規
模
や
経
済
的
設
展
に
と
も
な
っ
て
市
場
共
同
盟
が
分
化
し
て
行
く
過
程
を
指
摘
す
る
こ
と
が
主
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
上
級
の
共
同
鐙
と

l

司
級
の
共
同
盟
と
の
関
係
も
、
杜
林
市
集
圏
の
場
合
に
特
殊
な
事
例
を
見
る
が
、
こ
れ
も
過
渡
的
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
よ
う。

清
末
か
ら
民
園
に
か
け
て
大
規
模
な
市
集
共
同
盟
内
に
小
規
模
な
共
同
韓
の
急
速
に
義
生
し
た
の
は
開
港
場
天
津
の
経
済
的
護
展
や
清
末
民
園

- 85ー

初
の
政
治
的
混
凱
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

最
後
に
典
擦
と
し
た
「
青
鯨
村
圃
」
の
数
字
で
あ
る
が
、
誤
記
や
脱
字
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
文
書
が
作
製
さ
れ
た
の
は
捻
匠

の
饗
乱
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
が
甚
だ
し
い
被
害
を
う
け
て
、
ま
だ
正
常
な
賦
態
に
復
し
な
い
嘗
時
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
豚
内
の
戸
口
減
少
が

@
 

極
端
で
あ
り
、
従
っ
て
、
極
端
に
言
え
ば
、
活
動
を
停
止
し
て
い
た
市
集
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
稿
に
示
し
た
数
字
は
、

残
念
な
が
ら
、
正
常
期
の
も
の
と
断
言
は
で
き
な
い
。
な
お
「
青
鯨
志
」
に
は
省
内
暦
以
後
民
園
ま
で
五
種
が
あ
る
。
本
稿
で
は
民
園
志
は
よ
く

参
照
し
た
が
、
嘉
慶
・
光
緒
南
志
ハ
本
稿
に
必
要
な
部
分
で
は
後
者
は
前
者
に
援
る
)
は
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
の

331 
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こ
れ
は
次
の
註
に
書
く
興
演
鎖
市
集
幽
内
で
南
運
河
沿
い
最
南
端
に
あ

っ
た
南
廠
銀
の
改
穏
で
あ
ろ
う
。

南
廠
本
銀
だ
け
は
運
河
の
も
っ
と
上
流
に
あ
り
、
村
聞
に
は
興
演
銀
へ

「
二
十
五
里
」
と
し
て
あ
る
が
、
こ
の
数
字
は
概
数
で
、
質
際
よ
り
多

い
こ
と
は
そ
の
四
至
八
到
の
塁
数
か
ら
み
て
も
わ
か
る
。
ま
た
村
聞
に

は
数
字
の
誤
記
が
多
く
、
市
集
聞
の
西
北
の
あ
る
一
村
と
の
距
離
を

「
二
十
五
里
」
と
し
て
あ
る
が
、
「
二
十
里
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
は

同
じ
よ
う
に
四
至
八
到
一の

畏
数
か
ら
み
た

村
の
位
置
か
ら
明
瞭
で
あ

る。村
岡
に
戸
数
六
二
、
男
了
大
二
九

O
、
小
七
六
、
婦
女
一
一
て
小
六

六
と
記
入
し
て
あ
る
が
、
他
の
村
の
場
合
に
比
べ
て
男
の
大
人
の
股
が

極
端
に
多
く
、
一
九

O
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

村
闘
に
ふ
は
木
門
庖
に
赴
く
村
と
し
て
度
量
衡
を
A
砲
に
し
た
も
の
が
二

例
あ
る
。
村
の
位
置
が
勝
城
集
圏
内
に
な
い
の
で、

こ
れ
は
誤
記
と
認

め
る
。

民
国
青
志
麻
集
市
表
参
照
。

拙
稿
「
清
末
直
線
省
村
銀
戸
口
小
考
」

之
三
所
牧
〉
参
照
。
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